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御船インター東側道路改良工事契約を可決

2月会議を2月13日に開催した。契約関係議案3件を審議採決した。

2月会議

2月議会で決まったこと

議案
67 工事請負契約の締結について

地方創生道整備推進交付金事業
町道八竜線①、町道小坂八竜 1号線①
道路改良工事

有 全会一致で
可決

議案
68 工事請負契約の締結について

地方創生道整備推進交付金事業
町道八竜下高野線
道路改良工事

無 全会一致で
可決

議案
69 工事請負契約の締結について

地方創生道整備推進交付金事業
町道小坂八竜線②
道路改良工事

無 全会一致で
可決

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

中城議員　御船インター東側
道路改良における３本の工事
請負契約が今回上程され、１
月議会で１本上程されている
が残りはどうなっているか。
野口建設課長　今回の工事は
今年の８月ぐらいを完了予定
としている。下高野甘木線は
梅雨明けの８月頃に発注する。
小坂八竜１号線は４月議会の

福本議員　工期をいつ頃まで
に設定するのか。
野口課長　今議案の工期末は
７月末ととらえている。次に、
発注予定の工事分は、令和２
年12月末までの工期設定を
予定している。下高野甘木線
の水路付替工事、農耕車道路
は、令和３年１月末までの工
期を予定している。

議案に向けて発注を計画して
いる。小坂八竜１号線にある
農耕車道路とそれに付随する
用水路の付け替えは令和２年
の秋頃に発注を予定している。
中城議員　11ha 分の埋立工
事は並行してやるのか。
野口課長　民間で行う造成工
事は今年４月から予定されて
いる。
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地域のものを地域で活かす取組みを学ぶ
産業厚生委員会委員長　 岩永　宏介

委 員 会 報 告

　２月18日から19日までの２日間、委員６名、職員２名の合計８名で長崎県内において
研修を行った。１日目は、イノシシによる農作物被害に関連し、ジビエ加工所の運営状況
について。２日目は、竹炭などの商品開発による里山再生や、地球環境保全に資する廃プ
ラスチックの循環型リサイクルについて、各事業所を視察した。今後、この研修の成果を
どのように生かしていくか、議論していきたい。

2017年６月開業、地区有志７人で立ち上げた害
獣の解体処理加工施設。建設費1,500万円の半分
は市の補助金、残り半分を皆で出し合った。野生
動物を扱うので疫学的知識、猟やジビエに興味が
あり頑張る人材が必要。その上で市場のニーズに
上手くマッチングできれば儲かるビジネスとのこ
と。

◀建設費は一般の半額以下、施設運営の低コスト化を推進

１『長崎きんかいジビエ組合』（長崎市琴海大平町）

経営者は、都会から故郷に U ターンし、地元の農
林産物を販売するため物産館を作る。また獣肉レ
ストランも経営している。最近は、高齢者と焼い
た竹炭で「竹炭まくら」の商品化に成功。ふるさ
と納税の返礼品にもなっている。また、獣肉レス
トランを併設、地域おこしに一役買っておられる。

◀経営者（写真右下）から竹の加工品について説明を受けた

２『長崎市ふるさと物産館 竹の家』（西海市西彼町白似田郷）

種類の異なる廃プラス
チックを粉砕、溶融、成
型してできた製品（商
標登録「PB ウッド」プ
ラスチック・ブレンド・
ウッド）として板材や
杭として販売されてい
る。

３『九州運輸機工（株）』（長崎市琴海戸根町）

▲社長の「燃やしたらもったいない！」の一言から運輸会社が廃プラスチックのリサイ
クル事業に進出

粉砕・溶融・成型のプラント 板材の施工例

害獣の解体処理施設
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議員の使命を再確認
御船町議会副議長　 中城　峯䧺

議会活動報告

講師の田口一博准教授 議会モニターからも意見があがった

　2 月 5 日、役場にて議会ア
ドバイザーの新潟県立大学田
口一博准教授を招いて議会ア
ドバイザー研修会を開催した。
議会モニター 3 名も受講した。
　今年は議会基本条例制定か
ら 10 年が経過し、議員活動
の指針となる本条例について、
改めて認識を深めた。
　一般質問の準備・実施では、
①わからないことは先に聞い
ておく。
②調整、摺合せは十分に行い、
行政側が質問してほしいこと
も聞いてみる。
③何より大事なのは人間関係、
信頼関係、尊敬関係。
④最初に着眼点を設定してお
く。
⑤時間管理は厳格に。
⑥全体評価として議場内外が

「（立場は違うが）あいつの言
うとおりだ」と感じさせる。な
どの助言を受けた。
　今回学んだことを、今後の
議員活動に生かしていきたい。

議員からの質問

Ｑ　委員会では自由討議だが、本会議ではどのような場面
で自由討議を行うか。

Ａ　基本条例では自由討議を原則とするとなっている。自
由討議で採決が出せるものは出してみるといい。

Ｑ　通年議会の最大の効果はスピードが速いとのことだが、
デメリットはないか。

Ａ　全体像が見えない状態で補正や契約をぽんぽん議決す
るのは弊害といえるが、今はそれが裏目に出ていない
ので、メリットの方が大きい。

①災害時、議員に何ができる
かを整理する必要がある。
②議会モニターは単なる傍聴
人になっている。例えば全員
協議会の場でも意見を求めら
れるとうれしい。

議会モニターからの意見
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議員力の向上を図る
御船町議会副議長　 中城　峯䧺

議会活動報告

講師の高沖秀宣先生

　２月20日三重県地方自治
研究センター上席研究員高沖
秀宣先生を招いて「今後の議
会の在り方」について議員独
自研修会を開催した。
　２月 5 日の議会アドバイ
ザー研修に引き続き、次の事
項について研修を実施し、議
員としての使命、役割につい
て改めて認識を深めた。

1. 議会制度の概要
2. 議会の機能・役割
3. 議員の役割・資質
4. 委員会制度の意義
5. 質問力の向上　等の研修
を通じて次のことを学んだ。
①地方議会議員は、二元代表

制の一翼として住民の直接
選挙で選ばれ、議会の構成
員として審議及び表決に加
わり、相互の牽制と均衡を
保ち、長その他の執行機関
の事務執行に対し、これを

監 視 す る 機 能 を 有 す る。
従って、議会は是々非々で
制度的には与野党関係はな
い。

②議会は議事機関としての審
議・議決・議案提出を通じ、
政策形成機能を担う。

③議会の審議機能を高める。
そのためには、
・公聴会（議会報告会、あ

おぞら会議等）を通じ、広
く住民の意見を聞く。

・専門的知見を有する講師
の研修会等を実施する。

・政務活動費を活用して、
先進自治体の視察研修等
を実施し、執行部に政策
提言を行う。

・議員に求められる資質は、
特定の分野に関する高い
専門的知見を有している
こと、地域の政策課題を
的確に把握し、必要な情
報収集を行いながら、議

会において政策提言・立
案を行うこと。

　多くの示唆に富んだ研修で
あった。今後とも議員力の向
上を図るため、広く情報収集
を行うと共に、研修会等を通
じて自己啓発に努めていきた
い。

新型コロナウイルス感染症に関する情報は刻一刻と変わります。
町のホームページのトップページをご覧ください。
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2日（木）	 全員協議会

8日（水）	 議会（予定）

9日（木）	 町立小中学校入学式

14日（火）	 熊本地震犠牲者追悼式

議会の予定4月
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治
に
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ら
れ
た
自
宅
で
保
育
園

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
当
園
は
自
然
に

お
い
て
の
体
験
あ
そ
び
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

春
は
山
へ
わ
ら
び
狩
り
、
野
い
ち
ご

摘
み
等
あ
ち
こ
ち
へ
出
か
け
、
時
に
は

10
キ
ロ
程
歩
く
日
も
。
よ
も
ぎ
の
新
芽

を
摘
ん
で
だ
ん
ご
作
り
、
海
に
磯
あ
そ

び
へ
行
き
収
穫
し
た
も
の
を
料
理
、
マ

テ
貝
取
り
、
梅
干
し
や
味
噌
作
り
、
魚

を
さ
ば
い
て
丸
干
し
作
り
等
々
。

大
切
な
乳
幼
児
期
に
自
然
で
の
あ
そ

び
体
験
を
豊
富
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

身
体
・
脳
・
心
が
著
し
く
育
ち
、
そ
れ

ら
が
根
っ
こ
と
な
っ
て
、
こ
の
厳
し
い

世
の
中
を
そ
の
子
な
り
の
生
き
方
、
思

い
で
生
き
抜
い
て
い
く
力
と
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
思
い
で
保
育
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
か

ら
小
学
校
、
中
学
校
と
遊
び
場
が
な
く

な
り
、
遊
ぶ
時
間
が
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
遊
び
は
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も
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
乳
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期
か
ら

早
期
教
育
、
習
い
事
等
で
遊
ぶ
時
間
が

な
い
う
え
に
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は

増
え
、
実
体
験
の
遊
び
時
間
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
び
、
自
己
肯
定
感
が
育
ち
、

生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
身
体
能
力
の
低
下
に
加
え
、

自
己
肯
定
感
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
肉
体
面
に
も
精
神
面
に
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
実
体

験
あ
そ
び
を
た
く
さ
ん
し
て
、
し
な
や

か
な
身
体
、
豊
か
な
感
性
等
、
人
と
し

て
大
切
な
こ
と
を
培
う
こ
と
が
特
に
必

要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

議会HPはコチラ

（小さな森のこども園 園長）


